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ることを志向するとされる（阿部 , 2002; 濱口 , 




































 This study explored how social norms influence emotions of elementary school students. Cialdini et al. 
(1991) divided social norms into two types. The injunctive norm is defined by moral rules, which reflects 
what people approve/disapprove. On the other hand, the descriptive norm is decided by what most people do 
in a particular situation, which may bring about perceived typicality. In the experimental questionnaire, all 
students from a public elementary school responded to one of the three scenarios, in which the main 
character showed high/middle/low performance relative to his/her school friends in an academic 
achievement test. In these scenarios, higher performance was regarded as conforming to the injunctive norm, 
and equivalence to others reflected the descriptive norm. Three studies indicated that upper/middle/lower 
grades showed a convergent pattern of affective reactions. Students feel normality and positive affect when 
they perform at a high level, whereas they feel the least negative affect when they perform equivalent to the 
others. These results show that affective reactions toward the normality develop in the lower grades, and 

















































































































































に想像されており（M = 2.93, SD = 0.96; t(189) = 6.14, 
p < .001），テストでは高い点をとる方がよいとい
う社会的規範も高く認識されていた（M = 3.47, 
SD = 0.75; t(189) = 17.81, p < .001）。
　使用した各尺度の信頼性については，「ふつう」
認知 α = .67，肯定的感情 α = .74，否定的感情 α = 
.67，安静状態 α = .78であった。また，相互独立
的－相互協調的自己観尺度については，個の認
識・主張 α = .77，独断性 α = .70，他者への親和・























用は有意でなかった（F(1,183) = 3.45, ns; F(2,183) = 
1.44, ns）。
肯定的感情　相対的遂行の主効果が0.1%水準で




かった（F(1,183) = 1.47, ns; F(2,183) = 0.81, ns）。
否定的感情　相対的遂行×文化的自己観の交互







あり（F(1,183) = 7.31, p < .01），クラスタ1でクラス
タ 2よりも否定的感情が高かった。相対的遂行の
主効果は有意でなかった（F(2,183) = 3.01, ns）。
安静状態　相対的遂行の主効果が 5%水準で有意




（F(1,183) = 0.23, ns; F(2,183) = 1.33, ns）。
2. 4　考察


















































































































に想像されており（M = 3.07, SD = 0.98, t(195) = 8.12, 
p < .001），テストでは高い点をとる方がよいとい
う社会的規範も高く認識されていた（M = 3.58, 
SD = 0.76, t(196) = 19.85, p < .001）。
　使用した各尺度の信頼性については，「ふつう」
































であった（F(2,196) = 3.34, p < .05）。多重比較の結果，
低条件で中条件よりも否定的感情が高かった。
安静状態　相対的遂行の効果が0.1%水準で有意




































































に想像されており（M = 3.19, SD = 0.93, t(182) = 9.98, 
p < .001），テストでは高い点をとる方がよいとい
う社会的規範も高く認識されていた（M = 3.65, 
SD = 0.76, t(179) = 20.62, p < .001）。
　使用した各尺度の信頼性については，「ふつう」









た（F(2,187) = 2.85, ns）。
肯定的感情　相対的遂行の効果が0.1%水準で有




（F(2,189) = 0.73, ns）。
安静状態　相対的遂行の効果が 5%水準で有意で
あった（F(2,187) = 3.14, p < .05）。多重比較の結果，
高条件で低条件よりも有意に得点が高かった。
4. 4　考察
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 1 ） 周囲の他者との関係性については，非常に近い関
係性の場合のみ結果は異なる。
 2 ） 本論文を構成している研究 1～3のデータは，そ
れぞれ日本心理学会第78回大会（於，同志社大学）
において発表されたものである。
 3 ） 本研究で使用したイラストについては，すべて付
録として掲載した。研究目的利用に限っては自由
に使用してかまわない。
 4 ） 『表情カード』の出版社であるクリエーションア
カデミーには，本研究での使用に関して快く許諾
をいただいたことに心より感謝致します。
 5 ） 小学校低学年における「ふつう」認知尺度につい
ては，項目分析の結果から「とけこんでいる」が
他の項目とは異なる意味として捉えられている可
能性が示唆された（修正済み IT相関 r = -.26，除
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付録 1 女子用質問用紙の高条件で使用されたイラスト 
 
付録 2 女子用質問用紙の中条件で使用されたイラスト 
 













付録 4 男子用質問用紙の高条件で使用されたイラスト 
 
付録 5 男子用質問用紙の中条件で使用されたイラスト 
 
付録 6 男子用質問用紙の低条件で使用されたイラスト 
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